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1.1 顧客連絡先およびサイト情報


基本的な顧客情報の入力とサイトの総合的なインストール準備が整っているかの評価を行うには、これらのフィールドを完成させます。


注意:

このドキュメントのPDF版は、Adobe ReaderまたはAdobe Acrobatを使用して完成させてください。他のPDFリーダーは使用しないでください。ファイルが破損し、他のプログラムで読めなくなる可能性がありります。


	説明	サイトの情報
	
顧客名

	 
	
顧客の署名と日付(オプション)

	 
	
顧客の住所

	 
	
顧客の連絡先

名前:

役職:

電子メール:

電話番号:

	 
	
Oracleインストール・サービス・リクエスト番号(わかる場合)

	 
	
インストール・タイプ: ラック数。新規インストールですか、既存のインストールの拡張ですか。

	 
	
サイトはインストールの準備が整っていますか。

A: 合格。すべて完了し、インストールの準備が整っています。

B: 条件付合格。準備はできていませんが、未解決事項はすべて修正される予定です。

F: 不合格。準備はできていません。未解決事項が修正される予定はありません。

	 
	
未解決の問題: 不合格の事項は何ですか。問題はいつ解決されますか。

	 
	
コメント:

	 





Oracle Big Data Applianceに対する準備がサイトで整っていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

	
システム・コンポーネント・チェックリスト


	
データ・センター・ルーム・チェックリスト


	
データ・センター環境チェックリスト


	
アクセス・ルート・チェックリスト


	
施設電力チェックリスト


	
安全性チェックリスト


	
ロジスティクス・チェックリスト


	
ネットワーク構成チェックリスト


	
自動サービス・リクエスト


	
Oracle Enterprise Managerチェックリスト


	
再ラックのチェックリスト




アクセシビリティについては、「ドキュメントのアクセシビリティについて」を参照してください。







1.2 システム・コンポーネント・チェックリスト


システム・コンポーネントの問題に対応済であることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。


	システム・コンポーネント確認項目	はい	いいえ	該当なし(1)	コメント
	
ラックのインストールは新規インストールではなく、既存システムの拡張ですか。既存システムの拡張の場合、マルチラックのケーブル配線の詳細は、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。

	 	 	 	 
	
設置するOracle Big Data Applianceラックの数

	
–

	
–

	
–

	 
	
マルチラック・ケーブル配線サービスを依頼しましたか。

	 	 	 	 
	
設置するラックの数が3台を超える場合、追加の長いケーブルを注文しましたか。

	 	 	 	 
	
すべてのOracle Big Data Applianceラックは相互に隣接していますか。

	 	 	 	 
	
接続するラックが、指定された距離内にない場合、次のタスクを行いましたか。

	
認定されたサードパーティ・プロバイダから長いインフィニバンド・ケーブルを購入しましたか。


	
設置時のカスタム・マルチラック・ケーブル配線サービスをOracleサポート・サービスに依頼し、スケジュールしましたか。




	 	 	 	 
	
Oracle Big Data ApplianceをOracle Exadata Database Machine Half Rackに接続する場合、Exadata Machineにスパイン・スイッチはありますか。

	 	 	 	 
	
スパイン・スイッチのないOracle Exadata Database Machineに接続する場合(8番目のラックは除く)、Exadata Expansion Switch Kitを注文しましたか。

	 	 	 	 
	
データ・センターに10GbEインフラストラクチャがない場合、10GbE (または40GbE)と1GbEの両方をサポートする外部スイッチを注文しましたか。

	 	 	 	 
	
インフィニバンド・ゲートウェイ・スイッチを10GbEネットワーク・インフラストラクチャに接続するためのケーブルとトランシーバを購入しましたか。

	 	 	 	 
	
イーサネット・スイッチを交換する場合、交換するスイッチの設置の手配をしましたか。

	 	 	 	 
	
その他の追加機器をラックに取り付けますか。はいの場合、追加分について記載します。

	 	 	 	 










1.3 データ・センター・ルーム・チェックリスト


データ・センター・ルームの要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

スペースとフロアの要件については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	データ・センター・ルーム	はい	いいえ	N/A	コメント
	
Oracle Big Data Applianceラックの場所は割り当てられていますか。

	 	 	 	 
	
割り当てられた場所は使用されておらず、新しい機器を設置可能ですか。

	 	 	 	 
	
フロア・レイアウトは、機器のメンテナンス・アクセス要件を満たしていますか。

	 	 	 	 
	
メンテナンスに十分な広さがありますか。

	 	 	 	 
	
キャビネットの固定方法を選択しましたか。

	 	 	 	 
	
データ・センターには上げ床がありますか。

	 	 	 	 
	
上げ床は、新規ハードウェアの作業負荷要件を満たしていますか。

	 	 	 	 
	
上げ床タイルに、電源コード・プラグを下張り床に通すのに十分なカット部分がありますか。

	 	 	 	 
	
サービスに対応するためにフロア・タイルを許可なく外すことができますか。

	 	 	 	 
	
新しいハードウェアの場所に標準以外のケーブル長が必要ですか。

	 	 	 	 
	
床から天井までの高さが最小要件の3.2メートル(10.5フィート)ですか。

	 	 	 	 










1.4 データ・センター環境チェックリスト


データ・センター環境の要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

温度と湿度の要件については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	データ・センター環境確認項目	はい	いいえ	N/A	コメント
	
コンピュータ・ルームの空調システムは、温度と湿度の要件を満たしていますか。

	 	 	 	 
	
設置フロア・レイアウトは、通気要件を満たしていますか。

	 	 	 	 
	
あるラックの排気が別のラックに吸気として取り込まれないように機器が配置されていますか。

	 	 	 	 
	
各多孔フロア・タイルの空気の流れは400立方フィート/分以上ですか。

	 	 	 	 
	
データ・センターの空調によって前面から背面に十分に空気が流れていますか。

	 	 	 	 
	
ホット・スポットを防ぐのに十分な空気の流れがありますか。

	 	 	 	 
	
データ・センターは、環境要件を継続的に満たすことができますか。

	 	 	 	 
	
必要に応じて多孔フロア・タイルを増設できますか。

	 	 	 	 










1.5 アクセス・ルート・チェックリスト


アクセス・ルートの要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

アクセス・ルートの要件については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	アクセス・ルート確認項目	はい	いいえ	N/A	コメント
	
アクセス・ルートに梱包された機器のための空間があるかを確認しましたか。

	 	 	 	 
	
すべてのドアと通路が、梱包された機器の幅を含めた、搬送用の幅と高さの要件を満たしていますか。

	 	 	 	 
	
すべてのドアが、梱包物の納入の高さの要件である218.4cm (86インチ)を満たしていますか。

	 	 	 	 
	
アクセス・ルートに梱包された機器を搬送するのに十分な空間がありますか。

	 	 	 	 
	
傾斜路または敷居について懸念がありますか。はいの場合、詳細を記載します。

	 	 	 	 
	
新しいラックを移動する通り道に階段または傾斜路がありますか。

	 	 	 	 
	
すべてのルートの傾斜角が許容範囲内であることを確認しましたか。

	 	 	 	 
	
アクセス・ルートにラックに衝撃を与えるような障害物がないことを確認しましたか。

	 	 	 	 
	
すべての表面が、新しい開梱された機器または梱包された機器を運ぶのに適していますか。

	 	 	 	 
	
パレット・ジャッキを使用する場合、ラックの重量に耐えられることを確認しましたか。

	 	 	 	 
	
階段がある場合、機器に使用できるエレベータがありますか。

	 	 	 	 
	
エレベータを使用する場合:

	
エレベータのかごは、機器を搬入するのに十分な幅がありますか。


	
エレベータのかごは、機器を搬入するのに十分な高さがありますか。


	
エレベータは、1134kg (2500lb)の積載重量を扱えますか。


	
エレベータのドアは、梱包されたラックの納入の高さの要件である218.4cm (86インチ)を満たしていますか。




	 	 	 	
幅:

高さ

容量


	
受領場所から指定されたデータ・センター・エリアまでの通り道は、未開梱の機器の重量に耐えられますか。

	 	 	 	 
	
上げ床までの通り道は、サーバーの動荷重に耐えられますか。

	 	 	 	 










1.6 施設電力チェックリスト


施設の電力要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

電力の要件については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	施設電力確認項目	はい	いいえ	N/A	コメント
	
どのタイプのPDUコネクタを注文しましたか。

A: 低電圧単相

B: 低電圧3相

C: 高電圧単相

B: 高電圧3相

	
–

	
–

	
–

	 
	
指定された場所には、新しい機器に使用できる電源コンセントがありますか。

	 	 	 	 
	
各ラックの2メートル以内に十分な数の電源コンセントがありますか。

	 	 	 	 
	
電源コンセントには、注文したPDUオプションに適したソケット受け口がありますか。

	 	 	 	 
	
オプションの接地ケーブルをラックに取り付けますか。

	 	 	 	 
	
機器のサーキット・ブレーカは、電圧と電流の容量の点で適していますか。

	 	 	 	 
	
電力周波数は、機器の仕様に合っていますか。

	 	 	 	 
	
デバイスと周辺機器の動作電圧、電流レベルなどのシステムの電力要件は何ですか。

	
–

	
–

	
–

	 
	
新しいハードウェアの電力負荷に対応するために最低限必要な電源がありますか。

	 	 	 	 
	
システムの電力は、2つの別個の送電網から送られますか。

	 	 	 	 
	
機器に電力を供給する無停電電源装置(UPS)がありますか。

	 	 	 	 










1.7 安全性のチェックリスト


安全性の要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

安全性のガイドラインおよび電源の投入と切断については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	安全性確認項目	はい	いいえ	N/A	コメント
	
緊急電源切断がありますか。

	 	 	 	 
	
データ・センター・ルームに防火システムはありますか。

	 	 	 	 
	
コンピュータ・ルームに十分な消化設備がありますか。

	 	 	 	 
	
帯電防止フロアが設置されていますか。

	 	 	 	 










1.8 ロジスティクスのチェックリスト


ロジスティクスの要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

開梱とスペースの要件については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	ロジスティクス確認項目	はい	いいえ	N/A	コメント
	
データ・センター側担当者の連絡先情報を持っていますか。

	 	 	 	 
	
データ・センターにセキュリティまたは利用制限はありますか。

	 	 	 	 
	
ベンダー側担当者がデータ・センターに出入りするためにセキュリティ・バックグラウンド・チェックまたは許可証が必要ですか。はい、かつ指定された担当者がいる場合、その連絡先を記載します。

	 	 	 	
セキュリティ担当者名:




電話番号:


	
バックグラウンド・チェックは何日前に完了する必要がありますか。

	
–

	
–

	
–

	 
	
その他のセキュリティ・アクセスの問題がありますか。

	 	 	 	 
	
ハードウェアを設置するための移動の人員は十分にいますか。

	 	 	 	 
	
納入または設置のどこかで組合労働者は必要ですか。はいの場合、どの部分か記載します。

	 	 	 	 
	
納入用トラックの長さ、幅、高さに制限はありますか。はいの場合、最大寸法を記載します。

	 	 	 	
長さ:

幅:

深さ:


	
納入業者は、床を傷つけないキャスター、台車、パレット・ジャッキ、フォークリフトなどの特別な装備が必要ですか。

	 	 	 	 
	
機器をコンピュータ・ルームに配置するために次のいずれかが必要ですか。

	
階段昇降台車


	
リフター


	
傾斜路


	
鋼板


	
フロア・カバー




	 	 	 	 
	
建物に搬入口はありますか。

	 	 	 	 
	
搬入口の利用に時間制限はありますか。はいの場合、スケジュールを記載します。

	 	 	 	 
	
納入業者が搬入口で機器を降ろす際、テール・リフトが必要ですか。

	 	 	 	 
	
納入、開梱、中間準備の場所はありますか。

	 	 	 	 
	
開梱および中間準備の場所は、風雨にさらされない場所ですか。

	 	 	 	 
	
納入場所は室内ですか。

	 	 	 	 
	
納入場所が室内でない場合、クレートを開梱できますか。

	 	 	 	 
	
受渡しに十分なスペースが建物にありますか。

	 	 	 	 
	
開梱場所は空調管理されていて、各種ハードウェア・コンポーネントを熱衝撃から守ることができますか。

	 	 	 	 
	
クレートやその他のごみの撤去の準備はできていますか。

	 	 	 	 
	
設置担当者はコンピュータ・ルームに出入りできますか。

	 	 	 	 
	
ラップトップ、携帯電話およびカメラをデータ・センターに持ち込むことができますか。いいえの場合、制限のある機器を記載します。

	 	 	 	
制限のある機器:


	
段ボール箱やその他の梱包材は、コンピュータ・ルームに持ち込めますか。

	 	 	 	 
	
梱包材をコンピュータ・ルームに持ち込めない場合、1階での納入にサイド・レール・リフトは必要ですか。

	 	 	 	 










1.9 ネットワーク構成チェックリスト


ネットワーク構成の要件を満たしていることを確認するには、次のチェックリストを完成させます。

ネットワークの要件については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


注意:

カスタマ・ネットワーク構成の問題で大幅な遅れが生じる場合があります。潜在的な問題を素早く検出し解決するために、Oracle Big Data Applianceのインストール時(1、2日)はネットワーク管理者が現場で待機するようにしてください。




	ネットワーク構成確認項目	はい	いいえ	N/A	コメント
	
preinstall-checkip.shスクリプトを実行してネットワーク構成を検証しているときにエラーが報告されましたか。エラーが報告された場合は、その問題を記載してください。詳細は、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。

	 	 	 	 
	
ネットワーク機器からOracle Big Data Applianceの設置場所まで必要なネットワーク・ケーブルを通しましたか。

	 	 	 	 
	
Oracle Big Data Applianceに接続するネットワーク・ケーブルにラベルを付けましたか。

	 	 	 	 
	
ゲートウェイ・スイッチごとに何個の10GbE接続を構成しますか。スイッチごとに1個から8個の接続、合計でアプライアンごとに2個から16個の接続が可能です。最少は2つの接続(スイッチごとに1つ)です。

	 	 	 	 
	
Ciscoイーサネット・スイッチのIPルーティングは無効にしますか。

	 	 	 	 










1.10 自動サービス・リクエスト・チェックリスト


Oracle Big Data Applianceで自動サービス・リクエストを使用する予定の場合、次のチェックリストを完成させます。

自動サービス・リクエストの詳細については、『Oracle Big Data Applianceオーナーズ・ガイド』を参照してください。


	自動サービス・リクエスト	はい	いいえ	N/A	コメント
	
My Oracle Supportアカウントがありますか。

	 	 	 	 
	
Oracleカスタマ・サポート識別子(CSI)がありますか。

	 	 	 	 
	
ASRマネージャをホストするサーバーのホスト名とIPアドレスがありますか。

	 	 	 	 
	
システムにプロキシ・サーバーが必要ですか。その場合、プロキシ・サーバーのホスト名とIPアドレスは何ですか。

	 	 	 	 
	
自動サービス・リクエストの技術サポートの連絡先情報は持っていますか。この情報には、担当者の名前、姓、電子メール・アドレス、システムの正確な配送先住所などがあります。

注意: 複数サイトの複数システムが同じカスタマ・サポート識別子でリストされている場合があるため、シリアル番号を確認してください。

	 	 	 	 










1.11 Oracle Enterprise Managerチェックリスト


Oracle Big Data ApplianceでOracle Enterprise Managerシステム監視プラグインを使用する予定の場合、次のチェックリストを完成させます。

プラグインの一般的な情報は、Oracle Big Data Applianceユーザーズ・ガイドを参照してください。インストール手順および追加要件については、『Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-inインストレーション・ガイドfor Oracle Big Data Appliance』を参照してください。


	Enterprise Managerチェック	はい	いいえ	N/A	コメント
	
Oracle Management System (OMS) 12.1.0.2.0以上をインストールしましたか。

	 	 	 	 
	
OMSはOracle Big Data Applianceと同じ管理ネットワーク上にありますか。

OMSはサーバー、スイッチおよびPDUに到達できる必要があり、Oracle Big Data ApplianceはOMSに到達できる必要があります。

	 	 	 	 










1.12 再ラックのチェックリスト


最大12個のサーバーが組み込まれたOracle Big Data Applianceラックの再ラックは、サイトが特殊なインフラストラクチャを必要とする場合に実行できます。Oracle Big Data Applianceフルラックは、空気の流れおよび冷却の問題が発生する可能性があるため、再ラックできません。


注意:

	
お客様は、Oracle Reracking ServiceとOracle Installation Serviceの両方を購入する必要があります。


	
オラクル社では、お客様が用意された装置のサポートは提供いたしません。






racle Big Data Applianceスタータ・ラック、または高容量ノードとインフィニバンド・インフラストラクチャを使用して追加サーバーが追加されたスタータ・ラックを再ラックする前に、次のチェックリストを完成させます。


	再ラックの考慮事項	はい	いいえ	N/A	コメント
	
お客様は、Oracle Reracking Serviceを購入済ですか。

	 	 	 	 
	
お客様は、Oracle Installation Serviceを購入済ですか。

	 	 	 	 
	
Oracle Big Data Applianceラックからお客様のラックにコンポーネントおよび関連する配線を移動するためにサーバーの重量を運搬可能なカートがありますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックの寸法が、次の要件を満たしていますか。

	
高さ: 42 RU


	
幅: 600mm (23.6インチ)


	
奥行き: 正面または背面ドアなしで1112mm (43.78インチ)




	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックが42 RU未満の場合:

	
高さは30 RU以上ですか。


	
互換性のあるPDUが組み込まれていますか。




42 RU未満のターゲット・ラックに設置するには、互換性のあるPDUを用意する必要があります。

	 	 	 	 
	
正面と背面の取り付け面の距離は、最短の610mmと最長の915mm (24インチと36インチ)の間ですか。

	 	 	 	 
	
正面の取り付け面の正面のすきまの奥行き(正面のキャビネット・ドアまでの距離)は少なくとも25.4mm (1インチ)ありますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックは次の最小積載重量を満たしていますか。

	
19kg/RU (42 lb/RU)


	
合計785kg (1730 lb)




	 	 	 	 
	
ラックは、4ポスト・ラック(正面と背面の両方に取り付けられている)ですか。

2ポスト・ラックはOracle Big Data Applianceと互換性がありません。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックの水平方向の開口部およびユニットの垂直方向のピッチは、ANSI/EIA 310-D-1992またはIEC 60927標準規格に準拠していますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックにRETMAレール・サポートはありますか。

Oracle Big Data Applianceでは、RETMAレール間隔の幅に19インチ(483mm)が必要です。側面にPDUおよびケーブル・ハーネスを収容するために、最小で600mm(23.6インチ)のラック幅をお薦めします。ラックの幅が600mmより短い場合、サーバーCMAの後ろに取り付けのための追加の奥行きが必要です。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックは、Oracleケーブル・マネージメント・アーム(CMA)をサポートしていますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックでは、Oracle通気加工およびソリッド・フィラー・パネルの設置がサポートされていますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックには、左背面(ラックの前面から見た場合)に沿ってInfiniBandケーブルを支えるための留め具がありますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックには、イーサネット配線ハーネス用の留め具がありますか。

	 	 	 	 
	
ターゲット・ラックにケーブル・ハーネスとPDUのための十分なスペースがありますか。

	 	 	 	 
	
Oracle Big Data Applianceシリアル番号が印刷されたラベルをターゲット・ラックに貼り付けることはできますか。

	 	 	 	 










1.12.1 お客様が用意したPDUのチェックリスト


次のチェックリストは、再ラック・サービスを使用する場合の電力配分装置(PDU)固有のものです。


	PDUの再ラックの考慮事項	はい	いいえ	N/A	コメント
	
ターゲット・ラックでは、標準Oracle PDUの設置がサポートされていますか。

それ以外の場合は、このチェックリストを完了してください。

	 	 	 	 
	
お客様は、2つの同等のPDUを用意できますか。

	 	 	 	 
	
お客様は、PDUごとに10kVAの容量を持つ2つのPDUを用意できますか。

	 	 	 	 
	
お客様は、PDUごとに少なくとも17 x 10A C13プラグ(合計34)を用意できますか。

	 	 	 	 
	
お客様は、PDUに障害が発生した場合にOracle Big Data Applianceの電力要件をサポートするPDUを1つとその回路を用意できますか。

	 	 	 	 
	
お客様は、1つのPDUのすべての回路に電源負荷が均一に分散されることを確保できますか。

	 	 	 	 
	
お客様は、PDUの電源差込み口を用意できますか。

	 	 	 	 










1.12.2 ラックのリサイクルのチェックリスト


次のチェックリストは、ラックのリサイクル固有のものです。


	リサイクルの考慮事項	はい	いいえ	N/A	コメント
	
お客様は、オラクル社に空のラックの引取りとリサイクルを要望されていますか。

はいの場合、オラクル社のサービス・エンジニアが空のラックをリサイクル用に梱包できます。

	 	 	 	 
	
オラクル社がラックをリサイクルする場合、お客様はOracle Product Take Back and RecyclingのWebサイトで適切な申込みを完了されていますか。

そのWebサイトは次のとおりです。

http://www.oracle.com/us/products/servers-storage/take-back-and-recycling/index.html

	 	 	 	 









1.13 ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。

Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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Oracle Big Data Applianceのライセンス契約およびサポートに関する説明。
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U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.
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アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:
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非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:
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このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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